


















































































































































































































行 発話者 発話内容 発話カテゴリー





６５ Ｄ１ マル。 情報提供
６６ Ｄ２ マル？。 情報要求
６７ Ｄ３ バツと書いた？。 情報要求
６８ Ｄ２ バツでしょう。 情報提供












７１ Ｄ２ えー。 同意・承認
７２ Ｄ１ えっと、Ｄ２さんの意見は、あの人は…。 精緻化要求
７３ Ｄ４ ［送信したようだったけど、送ったかどうかわからない。］ 精緻化
７４ Ｄ１ 本当の父はどうかわかりません。 精緻化
７５ Ｄ３ あの、あかりはアイバムを開く時に、「長谷川あかり」とかきました、でしょう？。 精緻化要求
７６ Ｄ１ そうですね。 同意・承認
７７ Ｄ３ で、その名字は、長谷川。で、そのヒントにして、長谷川なになに、名前を忘れた。その人が父親だと思う。 精緻化
７８ Ｄ３ その後のメールの内容も確認できる。なんか、撮影にどこどこに行く。撮影のためにどこどこに行く。 精緻化






８１ Ｄ１ はい。 同意・承認
８２ Ｄ４ ［あの長谷川というのは？。］ （名前の読み方の
確認）（中略）




Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ
問１ ※録音不鮮明 不一致 不一致
問２ ※録音不鮮明 不一致 不一致
問３ ※録音不鮮明
問４ 不一致
問５ 不一致 不一致 不一致
問６ 不一致 不一致（※②） 不一致 不一致（※①）
問７ 不一致（※①）
問８ 不一致 不一致 不一致
問９ 不一致 不一致 ※時間切れ














表４ グループごとの解答一致・不一致と IA の特徴





















































































































行 発話者 発話内容 分類
１０６ Ｄ１ そして私は涼太君がとてもとてもやさしい、そしてかわいそうと思います。 感想
１０７ Ｄ３ かわいそう、そうだね、映画の最後は。 感想
１０８ Ｄ１ はい（そう）、何も知らない。 描写（映像情報）
１０９ Ｄ２ 死んだ。 描写（音声情報）
１１０ Ｄ１ はい…。
１１１ Ｄ３ 悲しい。 感想
１１２ Ｄ１ 最後の時は自分の気持ちにあかりにちゃんと打ち明けられない。 描写（映像情報）
１１３ Ｄ３ んーしょうがないねー。 感想
１１４ Ｄ２ その結局は、日本式な結局ですよね。 分析
１１５ ＤＦ そうですね。
１１６ Ｄ３ あ、はい、中国と違う。 分析
１１７ Ｄ３ 中国は一般的に、みんな…。 分析
１１８ Ｄ１ でも、でも最後の時主人公は笑って、んー…。 描写（映像情報）
１１９ Ｄ３ あー最後？。
１２０ Ｄ１ あのーあかりが…（あー）。
１２１ Ｄ２ あかりが泣きながら。 描写（映像情報）




１２４ Ｄ３ 本当素敵な恋だね＜笑い＞。 感想
１２５ Ｄ２ もし中国の映画だったら、最後あかりと涼太が一緒に（＜笑い＞）結婚して。 分析
（中略）
１３１ Ｄ１ ［何というか…もの悲しい感じ。］＜笑い＞。 感想
（中略）
１３４ Ｄ３ 日本の、あのー日本の特別な美意識かな。 分析
１３５ Ｄ１ はい、そうですね。
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